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NM441の 泌尿器科領域 における臨床的検討

谷村 正信 ・片岡 真一 ・安 田 雅春 ・藤田 幸利

高知医科大学泌尿器科学教室*

新 しいニューキノロン系合成抗菌薬NM441の 泌尿器科領域の感染症 に対する有効性 と安全性につい

て検討 した。対象は急性単純性膀胱炎3例,慢 性複雑性膀胱炎7例,慢 性前立腺炎1例 の計11例 であっ

た。UTI薬 効評価基準(第3版)に 準 じて評価可能な急性単純性膀胱炎の3例 は 「著効」であった。慢

性複雑性膀胱炎の7例 では 「著効」6例,「 有効」1例 であった。細菌学的には分離された10株 すべて

が除菌 された。慢性前立腺炎の1例 は起炎菌不明で,主 治医判定のみで臨床効果は 「有効」であった。

副作用,臨 床検査値の異常変動は認めなかった。
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NM441は 日本新薬株式会社で創製され,日 本新薬株

式会社 と明治製菓株式会社で共同開発中の新しいプロ ド

ラッグ型ニューキノロン系合成抗菌薬である。本剤は経

口投与後,小 腸上部 より吸収され,抗 菌活性本体である

NM394と して体内に分布す る。本剤はグラム陽性球菌

およびグラム陰性桿菌に対 し幅広い抗菌スペク トルを有

し,特 に臨床分離株のPseudomonas aeruginosa, Serra-

tia marcescens等 のグラム陰性桿菌に対 して優れた抗菌

力を示す1)。また,体 内動態 としては血中半減期は7～9

時間,尿 中排泄率は約40%と 良好な尿中移行が認 めら

れ,抗 菌力を併せ考 えると泌尿器科領域の感染症に対 し

十分な臨床効果が期待 される薬剤である。

今回我々は,本 剤を種々の泌尿器科領域感染症に投与

し,そ の有用性について検討を行 った。

対象は,1993年2月 か ら1993年7月 までに高知医科

大学附属病院泌尿器科を尿路性器感染症で受診 し,本 治

験 に同意の得 られた患者で,年 齢19～87歳 の男性2例,

女性9例 の計11例 である。症例の内訳 は急性単純性膀

胱炎3例,慢 性複雑性膀胱炎7例,慢 性前立腺炎1例 で

ある。

これ らの患者に対 し,1回100な いし200mg,1日2

回,3～14日 間食後,経 口投与 を行った。効果判定は,

主治医判定 ならびにUTI薬 効評価基準2,3)に準 じて行

い,安 全性に関しては,自 他覚的副作用の有無,臨 床検

査値の異常変動の有無について検討 した。

急性単純性膀胱炎3例 の成績 をTable1に 示す。3例

とも主治医判定およびUTI薬 効評価基準 に準 じた判定

で 「著効」を示した。細菌学的には,投 与前に分離され

たEscheyichia coli, Staphylococcus saprophyticus,

Pyoteus miyabilis各1株 すべてが除菌 された。

慢性複雑性膀胱炎7例 の成績 をTable2に 示す。主治

医判定は全例 「著効」であり,UTI薬 効評価基準に準じ

た判定でも 「著効」6例,「 有効」1例 と,全 例1有 効」

以上であった。細菌学的効果では,投 与前 に分離された

Moyganella moyganii 1株,E.coli6株 の2菌 種7株 が

すべて除菌 され,投 与後出現菌も認めなかった。

慢性前立腺炎の1例 は起炎菌が不明であ り,主 治医判

定では 「有効」であったが,UTI判 定基準には合致 しな

かった(Table3)。

自他覚的副作用,臨 床検査値の異常変動は,本 剤を投

Table 1. Clinical summary of uncomplicated UTI patients treated with NM441

* before treatment/

after treatment

* * UTI : criteria proposed by the Japanese UTI Committee

Dr : doctor's evaluation

AUC: acute uncomplicated cystitis
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Table 2. Clinical summary of complicated UTI patients treated with NM441

* before treatment/

after treatment

**UTI:criteria proposed by the Japanese UTI Committee

Dr: doctor's evaluation

CCC: chronic complicated cystitis

Table 3. Clinical summary of chronic prostatitis patients treated with NM441

* before treatment/

after treatment

* * UTI: criteria proposed by the Japanese UTI Committee

Dr: doctor's evaluation

与 した11例 において1例 も認めなかった。

以上のように,本 剤 を種々の尿路性器感染症 に対 して

使用する機会を得たが,全 例 「有効」以上の結果を得た。

また,全 例 に副作用 も認めず,安 全性 の高い薬剤であ り,

泌尿器科領域の感染症 に対 して有用な薬剤であると考 え

られた。
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Clinical studies on NM441 in urology
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NM441 was administered to 11 patients with genitourinary tract infections to investigate its therapeutic
efficacy and safety. Three patients with acute uncomplicated cystitis and 7 with chronic complicated

cystitis were effectively treated by the criteria of the Japanese UTI Committee. Other patient was
effectively treated by the Doctor's evaluation. No adverse effects were observed.


